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2017 年度 第 2 回 領域会議 国際ワークショップ&若⼿・⼥性研究者の会 

学校・思春期ポスターセッション プログラム 
2017 年 8 ⽉ 22 ⽇（⽕）9:40〜12:00 

 
A 列（下線が発表者） 
1. ろう学校での⼼理的⽀援の意味 ̶ TAE を⽤いた分析から 

広津侑実⼦ 
東京⼤学⼤学院教育学研究科 
 

2. 思春期における学校ベースの社会的スキル構築⽀援 
⾼橋史 
信州⼤学学術研究員教育学系 
 

3. 研究成果の社会還元: ⼩中学⽣対象こころの健康授業 〜ひらめき★ときめき 
サイエンス実施報告〜 

⾦原明⼦、ひらめき★ときめきサイエンス実⾏委員会 
東京⼤学⼤学院 精神神経教室 
 

4. ⾏動活性化が内発的動機付けの神経基盤に与える影響 
森⿇⼦ 1、岡本泰昌 1、⾼村真広 1、岡⽥剛 1、横⼭仁史 1、神⼈蘭 1、⾼垣耕企 1 
松元まどか 2、松元健⼆ 3、⼭脇成⼈ 1 
1. 広島⼤学⼤学院医⻭薬保健学研究院応⽤⽣命科学部⾨精神神経医科学、 
2. 東京⼤学医学部附属病院精神神経科、3. ⽟川⼤学脳科学研究所 
 

5. ⻘年期うつ病を対象とした回避⾏動に焦点をあてた⾏動活性化：実施可能性の検討 
⾼垣耕企、岡本泰昌、神⼈蘭、横⼭仁史、森⿇⼦、塩⽥翔⼀、岡本百合、三宅典恵、 
永澤⼀恵、下⽥陽樹、川上 憲⼈、古川 壽亮、⼭脇 成⼈ 
広島⼤学⼤学院医⻭薬保健学研究院応⽤⽣命科学部⾨精神神経医科学 
 

6. 思春期症例における多職種連携 ー連携を通した専⾨家間の価値発⾒ー 
江⼝聡 1、森⽥健太郎 2 
1. 東京⼤学医学部附属病院こころの発達診療部、2. 東京⼤学⼤学院精神神経教室 
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7. ペアレントトレーニングによる養育⾏動の変化 −⺟⼦による養育⾏動の捉え⽅の 
差異についての⼀考察− 

濱⽥純⼦、江⼝聡、⾦⽣由紀⼦ 
東京⼤学医学部附属病院精神神経科 
 

8. メディアマルチタスク⾏動と注意の維持に関する神経画像研究 
⼩林啓、藤原広臨、植野司、⼤⽯直也、村井俊哉 
京都⼤学⼤学院医学系研究科脳病態⽣理学講座 精神医学教室 

 
B 列（下線が発表者） 
1. 若年⼥性の⼦宮頸がん検診の受診⾏動を説明する⼼理的要因の検討： 
⾏動変容ステージごとの要因の影響⼒の検討 

春⽥悠佳 1、樋⼝匡貴 2 
1. 上智⼤学 ⼤学院 総合⼈間科学研究科、2. 上智⼤学 総合⼈間科学部 

 
2. 思春期における環境選択の計算論的モデルの提案 

真隅暁、佐藤尚 
沖縄⾼専メディア情報⼯学科 
 

3. ⽇本における Children with Special Health Care Needs 〜Tokyo Teen Cohort 
study より〜 

梶奈美⼦ 1、安藤俊太郎 2、⻄⽥淳志 3、⼭崎修道 3、桑原⻫ 4、五⼗嵐隆 5、 
⻑⾕川眞理⼦ 6、笠井清登 2、⾦⽣由紀⼦ 1 
1. 東京⼤学⼤学院医学系研究科 脳神経医学専攻こころの発達医学、 
2.東京⼤学医学部付属病院 精神神経科 
3.東京都医学総合研究所 精神⾏動医学分野、 
4.浜松医科⼤学 ⼦どものこころの発達研究センター、5.国⽴成育医療研究センター、 
6.総合研究⼤学院⼤学 先導科学研究科 

 
4. 乳幼児期の発達指標と 10 歳時夜尿との関連 〜地域住⺠代表調査 Tokyo Early 
Adolescent Survey：T-EAS より〜 

⾦⽥渉 1、藤川慎也 2、⿃⼭理恵 2、遠藤⾹織 3、森本裕⼦ 3、⼩池進介 4、⼭崎修道 3、 
安藤俊太郎 2、⻄⽥淳志 3、⻑⾕川眞理⼦ 5、笠井清登 2 
1. 帝京⼤学医学部精神神経科学講座、2. 東京⼤学⼤学院精神医学教室、 
3. 東京都医学総合研究所、4. 東京⼤学 UTIDAHM、 
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5. 総合研究⼤学院⼤学 先導科学研究科 
 
5. 共想法形式の会話に表出される思春期主体価値 

⼤武美保⼦ 
理化学研究所 
 

6. ⽇本語版内発的動機付け尺度の妥当性・信頼性検討 
太⽥和佐 1、安藤俊太郎 2、岡⽥直⼤ 2、⼩池進介 1 
1. 東京⼤学 UTIDAHM、2. 東京⼤学医学部付属病院 精神神経科 
 

7. The 57-item Portrait Values Questionnaire-RR ⽇本語版の妥当性・信頼性検討 
太⽥和佐 1、安藤俊太郎 2、岡⽥直⼤ 2、⼩池進介 1 
1. 東京⼤学 UTIDAHM、2. 東京⼤学医学部付属病院 精神神経科 
 

8. Intelligence quotient at age 10 predicts future brain structure and functional 
connectivity in teenagers. 

Yuko Nakamura1, Shinsuke Koike1, 2 
1. Centre for Evolutionary Cognitive Science at the University of Tokyo、2. 東京⼤学
UTIDAHM 
 

9. 内受容感覚と情動的共感の関連性の検討（展⽰のみ） 
今福理博 1,2・福島宏器 3・明地洋典 4・⼩池進介 1,4 
東京⼤学 UTIDAHM 
1. 東京⼤学⼤学院総合⽂化研究科、2. ⽇本学術振興会、3. 関⻄⼤学社会学部 
4. 東京⼤学こころの多様性と適応の統合的研究機構 


